
 
 
 
 
 

 

４月２４日（金）の短距離走記録会及びPTA総会、並びに学年PTA総会に参加いただき、ありがと

うございました。短距離走記録会においては、先週末から天気予報で雨模様との情報があったため、

６年生まで行うことができるか危惧されましたが、晴れ渡る日差しの中で、子供たちがゴールを目指し

て必死に走りきる姿をご覧いただくことができました。また、保護者や地域の方々からの声援をいただ

きながら取り組んだことで、記録会が大いに盛り上がり、子供たちの力をより一層発揮させるきっかけ

になったとも思います。お忙しい中、参加いただき改めて感謝申し上げます。 

さて、この度のPTA総会では、令和９年度に予定されている本校PTAの大幅な組織改編につい

てもお伝えしました。子供たちのためという原点に立ち戻り、どなたかだけに業務が偏るようなことな

く、持続可能な組織として今後も継続して活動できていくよう、今年１年間をかけて検討していきたい

と思います。また、昨年度に引き続き、学校教育目標を「自ら学び ともに支え合い 可能性へ挑み続

ける子供」として、子供たちがもつ伸びようとする力を引き出しながら、日課表の改訂の効果及び学年

間連携等を組み合わせて、よりよい「学び」と「育ち」が育まれていくよう、教職員一同尽力していきま

す。今後とも、学校の教育活動にご協力いただきますよう、重ねてお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成生小学校 学校だより 
令和８年４月27日 No.2 

校長 渡 邉  隆 

                  ４月２１日（火）に、１年生を迎える会を行

いました。これまでさまざまに学校での仕事がある中、６年生が中心となって１年生

が楽しくなる企画や、進行の段取りなど、一生懸命に取り組んできました。その努力

が試されるときです。６年生が自分と同じグループの１年生の手を引いて入場。少し

はにかみながら歩く１年生の姿が印象的です。その後は、１年生にインタビューしな

がら名前と好きな動物を発表する自己紹介。にこにこ班の中でのゲームなどに取り組

んでいきました。校長先生の話の中で、１年生に向け「今日は楽しかったですか？」

との問いかけに元気に手を挙げる人たちがたくさん居て、６年生の頑張りが伝わった

なと思ったところです。今後は、２年生以上の上級生のみなさんが、いろいろな場面

で１年生と関わっていくと思われます。成生小伝統の挨拶や車列へのお辞儀、通学の

時の安全な歩き方、廊下歩行やグラウンド・講堂での遊び方など、望ましい行動でお

手本を示していってくれると思います。１年間のこれからの活動が楽しみです。  

 

 

 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

         ４月１７日（金）に、天童市生活環境課の結城さん、黒沼さん、菅野さん、長南さ

んにおいでいただき、３・４年生向けに自転車の乗り方を中心に交通教室を行いました。当日は、少し暑

さを感じる天候となりましたが、３年生、４年生ともグラウンドや成生地区の道路などで、教えていただ

いた自転車の乗り方や交通ルールについて、しっかりと守りながら取り組んでいました。実際に道路に

出ての活動では、交差点や横断歩道が近づいてくると、自転車から降りる際に声を出しながら前後の確

認、自動車が来ていないかの左右の確認など、一つひとつの動作をしっかりと丁寧に行って、安全な乗

り方をマスターしようと頑張っている姿がありました。今後は、地域や家庭に戻って、保護者の方の見守

りのもと、自転車を使用していきます。「自分の命は自分で守る」の避難訓練時の合言葉を忘れず、楽し

く、そして、安全に過ごしていってほしいと思います。 

 

 

 ４月２２日（水）にめあて発表               朝会を行いました。今回は、３年

１組中川ひまりさんと、６年１組内藤心人さんの二人から発表がありました。今年頑張りたいことな

どについて、言葉を選んで、丁寧に伝えていました。二人の語った内容について以下に掲載します。 

  
 
 

三
年
生
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と 
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わ
た
し
は
、
三
年
生
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。 

 
一
つ
め
は
、
算
数
の
学
習
で
す
。
わ
た
し
は
、
算
数
が
に
が
手
な
の
で
、
先
生
の
話
を
し
っ
か
り
聞

い
て
、
わ
か
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
算
数
が
た
の
し
く
な
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

 

二
つ
め
は
、
そ
う
じ
で
す
。
今
ま
で
、
ケ
ン
カ
を
し
て
し
ま
い
、
そ
う
じ
に
行
け
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
ケ
ン
カ
を
し
な
い
で
、
い
つ
も
そ
う
じ
に
行
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

 

三
つ
め
は
、
お
家
の
こ
と
で
す
。
二
年
生
の
時
は
、
家
の
人
に
言
わ
れ
な 

い
と
、
明
日
の
じ
ゅ
ん
び
を
し
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。
三
年
生
で
は
、
し
っ 

か
り
じ
ゅ
ん
び
を
し
て
、
家
の
人
に
も
ほ
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で 

す
。 

 

三
年
生
で
、
こ
の
三
つ
の
こ
と
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
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一
学
期
が
ん
ば
り
た
い
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
年
一
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内
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心
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ぼ
く
は
六
年
生
に
な
り
、
成
生
小
の
最
高
学
年
に
な
り
ま
し
た
。
最
高
学
年
と
し
て
頑
張
り
た
い

こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
学
習
面
の
こ
と
で
、
授
業
中
に
私
語
を
話
さ
ず
に
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

自
分
自
身
が
意
識
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
で
話
し
て
い
る
人
に
「
今
は
話
す
と
き
じ
ゃ
な
い

よ
」
と
教
え
て
、
自
然
に
集
中
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

二
つ
目
は
、
生
活
面
の
こ
と
で
、
他
学
年
に
も
優
し
く
す
る
こ
と
で
す
。
六
年
生
と
し
て
下
級
生

に
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
優
し
く
教
え
た
い
で
す
。 

 

三
つ
目
は
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
で
す
。
毎
朝
地
域
の
人
や
友
達
、
先
生
に
元
気
よ

く
あ
い
さ
つ
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
早
寝
早
起
き
を
意
識
し
て
生
活
し 

常
に
元
気
の
よ
い
状
態
を
作
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

六
年
生
と
し
て
授
業
中
に
私
語
を
減
ら
し
た
り
、
五
分
前
行
動
を
意
識
し 

た
り
し
て
、
自
分
か
ら
行
動
し
、
他
学
年
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い 

き
た
い
で
す
。 

 


